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枝 と主幹の長 さを特徴づける量 となっている.
シ ミュレーションでは,粒子数 N-103から21･4倍毎に,4分割された各部分についての kl｡⊥,
kl｡′及びkll_,A.1,;を求めている.4つの部分についての平均値 kl｡⊥を横軸に,kl⊥を,#軸にし











一致が得られている.図 5は T-100,m-1,rmax-600の条件で γを変化させたときのパター
盛 臣 曲 a b
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